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（様式８）                               （処分業者用） 

令和 ６年 ６月３０日 

 長野県知事 阿 部  守 一 様 

 

令和５年度長野県産業廃棄物３Ｒ実践協定 実施結果報告書  

 

 下記のとおり、産業廃棄物３Ｒ実践計画の実施結果報告書を提出します。 

協定期間 令和４年度から令和６年度 

会 社 名 
株式会社フロンティア・スピリット 

住 所 

〒390-1242 

松本市大字和田４７０９番地 

代 表 者 名 代表取締役 横 沢  英 樹      印 

区 分 中間処理     ・     最終処分 

許 可 番 号 ２０２４０３６５３８ 

処 理 施 設 

所 在 地 

（複数ある場合はそれぞれ記入） 

施設名 所 在 地 

今井工場 松本市大字今井４９５７番地１ 

  

  

担 当 部 署 総 務 部 

担 当 者 名 大 澤  正 康 

連 絡 先 

ＴＥＬ ０２６３－４０－０５３０ 

ＦＡＸ ０２６３－４８－０５３８ 

電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ f-spirit@po.mcci.or.jp 

 

１ 目標達成状況 

＊当年度目標値は、当年度実践計画書への記載数字を記入する。 
＊当年度実績値は、計画期間における目標値に対する実績値を記入する。 

（１）リサイクル率実績（中間処理の場合）                   （％） 

廃棄物の種類  

当年度目標値及び実績値  過年度実績値  

令和 5 年度 

目標値 

令和 5 年度 

実績値 

令和 4 年度 

実績値 

令和 4 年度 

実績値 

がれき類 １００ １００ １００ １００ 
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（２）再生利用実績（中間処理業者の場合）                    （ｔ） 

廃棄物の種類  

当年度目標値  

及び実績値  
過年度実績値  

用 途 
令和 5 年度 

目標値 

令和 5 年度 

実績値 

令和 4 年度 

実績値 

令和 3 年度 

実績値 

がれき類 140,000 122,650.8 154,370.7 148,454 再生砕石 

      

      

      

      

 

（３）最終処分量実績                              （ｔ） 

廃棄物の種類  

当年度目標値及び実績値  過年度実績値  

令和 5 年度 

目標値 

令和 5 年度 

実績値 

令和 4 年度 

実績値 

令和 3 年度 

実績値 

     

     

     

     

     

 

２ 産業廃棄物の種類、排出量、処理量、処理方法、排出ガス、排出水等に関する情報公開実績 

自社ＨＰ及び産廃ネット等にサイト上で許可情報、処理情報、維持管理情報などを

公開している。又、今井・神林公害対策連絡協議会には、ダイオキシン類自主測定

結果の報告を測定結果が得られる度に行なった。 

 

３ 産業廃棄物処理施設（中間処理施設等・最終処分場）の地域への公開実績 

施設の名称 施設公開状況 

日 時 対象者 人数  内 容 

今井工場 R5.7.13 
神林公害対策

委員会 
13名 

定期施設見学及び当社取り組み

状況、近況報告を行った。 

今井工場 R5.12.5 
今井町会連合

会、衛生協議会 
17名 

定期施設見学及び当社取り組み

状況、近況報告を行った。 
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４ 中間処理・最終処分を委託した処理業者（施設）の現地確認実績（中間処理業者） 

区 分 廃棄物の種類 現地確認結果（確認回数、確認日、確認状況等） 

中間処理場 
燃え殻 7/24に㈱疋田建設の現地確認を行いました。 

  

最終処分場 
燃え殻 

7/7-㈱ミダック 、10/30南都興産㈱の現地確認をそれぞれ実
施しました。 

  

 

５ 従業員教育（研修）実績 

実施月日 対象者 実施内容 

R5.6.22 全従業員 
全従業員、ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社並びに協力会社を対象にした安全大会を開催し、
安全意識の向上及び環境への取り組みなどの教育を実施 

R5.11.2 全従業員 
全従業員、ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社並びに協力会社を対象にした安全大会を開催し、

安全意識の向上及び環境への取り組みなどの教育を実施 

 

６ 排出事業者への協力要請実績 

混合廃棄物において、不燃物と可燃物の混合を避けて頂くよう、排出事業者に要請

し、当社の処理時の分別作業の効率化を図りました。 

 

 

７ リサイクル技術向上に向けた取組み実績 

再生砕石の品質維持向上に向けて、破砕時の前選別を徹底して異物の混入防止に努

めました。 

 

８ 不法投棄・不適正処理を発見した場合の協力実績 

収集運搬時、営業活動時その他活動において不法投棄や不適正処理現場を発見した

際には、速やかに所属長に報告することとし、注意を促してきましたが、そのよう

な事例はありませんでした。 
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９ その他独自に取り組んだ事項についての実績 

  ※環境認証制度＊の取得、電子マニフェスト（公益財団法人 日本産業廃棄物処理振興センター）

の導入等を含む。 

毎年恒例で春・秋に実施しているゴミゼロ運動を今年度も春-5.27、秋-10.28に実施

しました。 

新焼却施設の建設工事が竣工し、試験運転を実施しました。 

＊環境 ISO 14001、エコアクション 21 等 

 


